
Ⅱ.目 的

青森県内の10代 男女の性 に関する調査の自由記述内容

をもとに、10代 男女の性 に関する悩みや意見を把握する

ことを目的とした。

Ⅲ.研 究方法

　 1.対 象:青 森県内の10代 男女

　 2.方 法:自 己記述式質問紙(選 択および自由記述式)

　　　　　　を青森県内4市 の街頭で直接配布 し、郵送

　　　　　　にて回収 した。

　 3.期 間:平 成15年12月28日 ～平成16年2月15日

　 4.内 容:性 に関する悩みや意見

　 5.分 析:内 容分析の方法を用いて要素 を抽出 しカテ

　　　　　　ゴリー化 を行った。
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I.は じめに

　 ここ数年、青森県内における10代 の人工妊娠中絶実施

率は減少傾向にあるが、全国に比べるとまだまだ高い。

そこで、10代 の女性の人工妊娠 中絶を減少 させ るための

対策 を検討す るために、10代 男女の性 に関する調査 を

行 った。今回は、性 に関する悩みや意見についての自由

記述の内容 を中心に分析検討 したので、その結果を報告

す る。

Ⅳ.結 果

　 1.回 収 数:320部(配 布 数　 1,250部)、 回収率:25.6%、

　 　有効 回答 率98.1%

　 2.分 析 対 象:74人(自 由記述質問へ の回答者)

　 3.対 象 属 性:男 子15人(20.3%)、 女 子59人(79.7%)、

　 　平均年 齢15.7(±2.5)歳

　 4.性 交 経験 の有 無

　 　 あ り:32人(43.2%)、 な し:42人(56.8%)

　 5.性 に 関す る悩 みや 意見の 自由記 述内容

　 自由記 述の 回答 率 は全 体の23.1%で あ り、性交経験 あ

り群(以 下、あ り群)の 方が性交経験 な し群(な し群)

よ りも回答 率 が 高 か っ た(あ り群:27.6%、 な し群:

21.2%)。

　 記述 内容 か ら168の 要 素 が 抽 出 され、11の カテ ゴ リー

と43の サ ブカテ ゴ リーが抽 出 され た。 カテ ゴリー とサ ブ

カテ ゴ リーは表1に 示 す とお りで あった。 カテゴ リー は

大 き く2つ の傾 向に分 ける ことがで きた。A群 は、性 に

ついて の悩 みや疑 問、 自分 自身の性体験 について の内容

であ り、B群 は10代 の 男女 の性事情、性教 育やサ ポー ト

システ ムについ ての意見 であった。

　 内容 は以下 の よ うな特徴 がみ られ た。(《 》 はカテ ゴ

リー、 〈 〉 はサ ブ カテ ゴリー、 『 』 は要 素 を示す)

1)《 性 につい て の関心 》:〈恋 愛 ・性体 験 の願望 〉 と し

　 　て、あ り群 は 『もっ と多 くの人 とや りたい』、な し群

　 　は 『自分 もや ってみ たいなあ って思 う』 等、セ ック

　 　ス願望が み られ た。一方 で、 〈性 の こ とを知 らない〉

　 　 〈性 に興 味が ない〉等 の記 述があ った。

2)《 性の こ とにつ いて知 りたい》:〈セ ックス につい て知

　 　 りたい〉 は、 な し群 にのみみ られ、 その他、欲求不

　 　満 ・マ ス ターベ ー シ ョン ・避妊法 ・月経 ・妊娠等 に

　 　つい てであ った。

3)《 性体験 につ いて》:あ り群 が 〈性体験後 の感情〉 を
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表1抽 出されたカテゴ リーと要素数

カテゴ リー(A群)

　 　性 についての関心

性のことについて知 りたい

　　 性体験について

　 セ ックスに伴 う悩み

　　 　 身体の悩み

　　 人間関係の悩み

要素数

25

23

15

13

8

7

カテゴリー(B群)

　 　 　 性について しっか り考えよう

　　 　　 　 性教育 を考えよう

　　 　　 　　 周囲の性事情

　　 　 サポー トシステムを考 えよ う

性同－性障害 ・同性愛について考えて欲 しい

要素数

26

16

14

12

9

　　記述 し、『やっぱ りいいもんはいい』や 『セックス し

　　て も何 も楽 しくない』等 と相反する反応がみ られた。

4)《 性 について しっか り考えよう》:『自分で責任 をきち

　　んととれるようになってか らという考 えがあっても

　　よい』等、〈性についての望 ましい考え方〉や 〈避妊

　　の必要性〉〈中絶はいけない〉等の記述があった。

5)《 性教育を考えよう》:〈性に関す る学校教育の問題

　　点〉についての記述 もあ り、『若い人が人工妊娠中絶

　　をしないようにもっと講義 した り、思春期教室をひ

　　らくべ きだ』等、〈性に関する教育のあ り方〉につい

　　ての記述があった。

6)《 周囲の性事情》:〈セ ックス経験者が多い〉〈知識が

　 少ない〉等の記述があった。

7)《 サポー トシステムを考えよう》:相 談機関や病院へ

　　の要望の記述が、性交経験の有無に関わらずあった。

度か ら行っている研究課題 「10代の女性の人工妊娠 中絶

減少にむけての支援モデルの構築 」の一部である。

Ⅴ.考 察

　以上の結果 をみると、10代 の発達段階に沿った関心事

や悩み、性交経験の有無による特有の悩みを抱える若者

像が浮 き彫 りとなった。また、周囲の性事情や性教育の

現状なども冷静かつ批判的に受け止め、望ましい性行動

についての意見 をしっか りもっている者 も一定数いるこ

とが明らか となった。一方で、セックスを軽 くとらえた

り、周囲に影響されてセ ックスを求めた りする者もあ り、

10代 男女 の性に関する関わ りの更なる検討が必要であ

る。性教育やサポー トシステムについては、性交経験の

有無に関わ らず要望がみられたことか ら、彼 らの抱える

悩みに対応 し、正 しい情報 を与えるための性教 育やサ

ポー トシステムは充分 とはいえず、それらの整備が急務

であるといえる。今 回の結果を、電話相談、ピア ・カウ

ンセ リング活動、性教育等の内容に反映させてい くこと

が重要である。
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